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みんなで学ぼう防災知識

タブレット授業 は楽しいよ♪

宍喰保育所運動会（令和4年10月15日）

秋晴れの中 ゴールに向かって♪



歳 入
88億7799

万円

歳 出
83億2878

万円

義務的経費　
26億4713万円
義務的経費　
26億4713万円

投資的経費
10億2243万円

投資的経費
10億2243万円

その他経費
46億5922万円

その他経費
46億5922万円

人件費
10億8880万円

人件費
10億8880万円

扶助費
6億8380万円

扶助費
6億8380万円

公債費
8億7453万円

公債費
8億7453万円

普通建設事業費
9億5652万円
普通建設事業費
9億5652万円

災害復旧事業費
6591万円

物件費
15億2791万円

物件費
15億2791万円

補助費
13億9604万円

補助費
13億9604万円

積立金
8億1186万円

積立金
8億1186万円

繰出金
8億8979万円

繰出金
8億8979万円

諸収入
1億5408万円

　　繰越金
6億3215万円

使用料及び手数料
財産収入
繰入金
寄付金
3億8886万円

地方消費税交付金
1億9436万円

地方消費税交付金
1億9436万円

自主財源
19億4393万円

自主財源
19億4393万円

依存財源
69億3406万円

依存財源
69億3406万円

町税
7億2035万円

町税
7億2035万円

地方交付税
44億1395万円

地方交付税
44億1395万円

国・県支出金
15億2388万円
国・県支出金
15億2388万円

町債
6億3110万円

町債
6億3110万円

分担金及び負担金
4849万円

地方譲与税・利子割交付金
配当割交付金・株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金・環境性能割交付金
地方特例交付金・交通安全対策特別交付金

1億7077万円

地方譲与税・利子割交付金
配当割交付金・株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金・環境性能割交付金
地方特例交付金・交通安全対策特別交付金

1億7077万円

維持補修費
3362万円

商工費

4億4820万円
（5.38％）

商業・工業の振興
など。

農林水産業費

5億3337万円
（6.40％）

農業・林業・水産
業の振興など。

衛生費

7億7624万円
（9.32％）

保健衛生、ごみの清
掃、し尿処理など。

民生費

19億7789万円
（23.75％）

社会福祉や生活扶
助など。

総務費

10億1086万円
（12.14％）

役場の管理運営・
財産管理・地域振
興対策など。

議会費

6656万円
（0.80％）

議会の運営など。
歳出総額

83億2878万円

■■

（※金額はすべて千円以下を四捨五入しています。）

諸支出金

8億1186万円
（9.75％）

寄付金、基金積み
立てなど。

公債費

8億7453万円
（10.50％）

償還（借金返済）
など。

災害復旧費

6732万円
（0.81％）

インフラ、ライフライ
ンなどの復旧。

教育費

6億1813万円
（7.42％）

教育・文化・スポー
ツ施設の充実など。

消防費

4億1897万円
（5.03％）

消防・水防・防災
対策など。

土木費

7億2485万円
（8.70％）

道路・橋の建設、
維持管理など。

83億円はどう使われたのか
昨年に引き続き新型コロナ対策事業などに！

令和3年度
一般会計
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億円

町の借金と貯金の推移

※積立金残高は基金残高合計から定額運用基金（奨学基金 2億円）を除いた額。
年度

地方債残高（借金残高） 積立金残高（貯金残高）
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決

算

認

定

の

内

訳

令和３年度一般会計、特別会計などの歳入歳出決算認定の議案が提出され、私たちが納めた税金や、国・
県からの補助金がどのように使われたかを慎重に審査した結果、すべて原案のとおり認定しました。

決算認定令和3年度 将来に向けた
財源を確保へ

令和３年度一般会計　歳入・歳出決算の内訳

目的別
歳出
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当
年
度
の
歳
入
総
額
は
、

88
億
７
７
９
９
万
円

で
前
年
度
と
比
べ
て
２
億
８

１
９
万
円
の
減
少
。
科
目
別

で
、
増
加
は
「
繰
越
金
」・「
地

方
交
付
税
」・「
使
用
料
及
び

手
数
料
」
等
。
減
少
は
「
国

庫
支
出
金
」・「
町
債
」・「
県

支
出
金
」
等
で
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
伴
う
普
通

交
付
税
が
増
加
し
た
た
め
、

経
常
収
支
比
率
も
80
・
３
％

と
減
少
。
県
下
で
は
、
財
政

健
全
団
体
の
上
位
に
ラ
ン
ク

さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
海
南

病
院
、
㈱
漁
火
、
海
南
荘
な

ど
懸
案
事
項
も
山
積
し
て
お

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
や
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
の
影
響
に
よ
り
、

社
会
経
済
も
大
き
く
変
動
し

て
く
る
。
今
年
度
以
降
は
、

異
常
な
物
価
高
騰
の
上
に
、

防
災
無
線
、
宍
喰
防
災
公
園

な
ど
大
型
事
業
を
控
え
、
危

機
感
を
持
ち
一
層
の
財
政
基

盤
強
化
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

会計別決算状況 （単位：万円）
会　計　別 歳　入 歳　出 差　引

一般会計 88億7799 83億2878 5億4921
国民健康保険特別会計 16億 149 15億2956 7193
後期高齢者医療特別会計 1億9490 1億8986 504
介護保険特別会計 15億5972 15億4373 1599
浅川公共下水道事業特別会計 5623 4958 665
海部公共下水道事業特別会計 7231 6244 987
宍喰公共下水道事業特別会計 1億8234 1億7396 838
神野農業集落排水事業特別会計 1468 1080 388
川西農業集落排水事業特別会計 3368 2548 820
日比原農業集落排水事業特別会計 1328 895 433
漁業集落排水事業特別会計 1641 1378 263
鉄道経営安定基金特別会計 7381 7381 0
宍喰診療所事業会計 1億　951 7748 3203

基金残高一覧表       （単位：万円）

普
通
会
計
　
　
　
　
　

財政調整基金 38億2314万円

減債基金 18億9704万円

特定施設振興整備基金 4億 80万円

鉄道経営安定基金 4606万円

地域福祉基金 2億7399万円

子どもあゆみ基金 9億8971万円

千年のいのちを守る
まちづくり基金 15億5973万円

その他基金 5億4251万円
その他の主な基金
・ふるさとづくり寄付基金 1億 867万円
・観光施設等基盤整備基金 2066万円
・温泉整備開発基金 4029万円
・森林･林業活性化基金 2748万円
・公共施設整備保全基金 3億 円

特
別
会
計

国民健康保険
財政調整基金 1億7686万円

国民健康保険宍喰診療所
財政調整基金 2億 82万円

その他基金 2億1545万円

定額運
用基金 奨学金基金 2億 円

合　　　　計 103億2611万円

決
算
認
定
　
一
般
会
計

監
査
意
見

公共施設整備保全基金（令和４年３月創設）
　将来の公共施設の維持修繕、大規模改修や更新に備えるための基金。



4

海陽町議会だより　vol.66

決
算
認
定
　
公
営
企
業

事
業
は
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、
昨
年
度
と
比
較
し
給
水

収
益
が
３
１
２
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
要
因

は
、
給
水
件
数
の
増
加
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
動
力
費
や

修
繕
費
な
ど
の
費
用
も
増
加
し
て
い
る
。
動
力
費
は
、
今
後
さ

ら
に
値
上
り
が
予
想
さ
れ
、
水
道
管
等
の
修
繕
費
用
も
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
コ
ス
ト
削
減
の
意
識
を
常
に
念
頭
に
置
き
つ

つ
経
営
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

　

防
災
面
か
ら
も
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
等
に
備
え
た

水
道
管
の
耐
震
化

な
ど
計
画
的
に
講

じ
る
こ
と
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

将
来
的
に
給
水

人
口
が
減
少
す
る

中
、
地
震
・
津
波

対
策
を
行
う
に
は
、

さ
ら
な
る
財
政
の

健
全
化
が
必
要
と

さ
れ
、
水
道
事
業

運
営
が
健
全
に
行

わ
れ
る
こ
と
を
望

む
。

令和３年度水道事業会計

事業収益	 ２億 ４１万円	（△ 1095万円 対前年）
事業費用	 １億	７５３２万円	（△  74万円 対前年）
純利益	 	２５０９万円

水
道
管
の
更
新
を
控
え

さ
ら
な
る
財
政
健
全
化
を
！

令和３年度海南病院事業会計 医
師
の
安
定
確
保
と

経
営
改
善
計
画
の
着
実
な
実
行
を
！

事業収益	 ５億	３６１１万円	（+3717万円 対前年）
事業費用	 ５億	６３４３万円	（+2655万円 対前年）
純損失	 	２７３２万円

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
、
資
本
勘
定
繰
入
を
除
い
た
収

益
勘
定
繰
入
が
１
億
９
５
０
０
万
円
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
交

付
金
15
万
円
を
除
く
と
、
実
質
１
億
９
４
８
５
万
円
と
な
り
、
昨

年
度
よ
り
増
加
し
て
い
る
が
、事
業
損
益
は
28
％
減
少
し
て
い
る
。

　

海
南
病
院
改
革
計
画
の
目
標
達
成
へ
の
努
力
の
跡
が
う
か
が

わ
れ
る
が
、
経
費
の
削
減
等
に
つ
い
て
、
な
お
一
層
の
取
り
組

み
強
化
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　

医
師
の
安
定

確
保
は
最
重
要

課
題
で
あ
る

が
、
令
和
４
年

度
は
海
南
病
院

改
革
計
画
最
終

年
度
で
あ
り
、

目
標
達
成
に
向

け
取
り
組
み
、

公
立
医
療
機
関

の
役
割･

使
命

を
改
め
て
意
識

し
、
住
民
に
信

頼
さ
れ
、
必
要

と
さ
れ
る
病
院

と
な
る
よ
う
期

待
す
る
。

第８回の海南病院改革検討委員会（R4.9.6）

町道板取線の配水管本設工事の施工状況
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議

案

の

う

ご

き
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ど
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費
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さ
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値
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取
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海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
等
に
備
え
た

水
道
管
の
耐
震
化

な
ど
計
画
的
に
講

じ
る
こ
と
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

将
来
的
に
給
水

人
口
が
減
少
す
る

中
、
地
震
・
津
波

対
策
を
行
う
に
は
、

さ
ら
な
る
財
政
の

健
全
化
が
必
要
と

さ
れ
、
水
道
事
業

運
営
が
健
全
に
行

わ
れ
る
こ
と
を
望

む
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
、
資
本
勘
定
繰
入
を
除
い
た
収

益
勘
定
繰
入
が
１
億
９
５
０
０
万
円
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
交

付
金
15
万
円
を
除
く
と
、
実
質
１
億
９
４
８
５
万
円
と
な
り
、
昨

年
度
よ
り
増
加
し
て
い
る
が
、事
業
損
益
は
28
％
減
少
し
て
い
る
。

　

海
南
病
院
改
革
計
画
の
目
標
達
成
へ
の
努
力
の
跡
が
う
か
が

わ
れ
る
が
、
経
費
の
削
減
等
に
つ
い
て
、
な
お
一
層
の
取
り
組

み
強
化
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　

医
師
の
安
定

確
保
は
最
重
要

課
題
で
あ
る

が
、
令
和
４
年

度
は
海
南
病
院

改
革
計
画
最
終

年
度
で
あ
り
、

目
標
達
成
に
向

け
取
り
組
み
、

公
立
医
療
機
関

の
役
割･

使
命

を
改
め
て
意
識

し
、
住
民
に
信

頼
さ
れ
、
必
要

と
さ
れ
る
病
院

と
な
る
よ
う
期

待
す
る
。

３名の講師による研修を熱心に受講する議員 研修会場での東委員長ほか参加議員

橋本五郎氏の「どうなる日本の政治と経済」の講演

１
日　

阿
佐
東
線
連
絡
協
議
会
総
会

４
日　

一
部
事
務
組
合
（
４
団
体
）
臨
時
組
合
議
会

６
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

14
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

17
日　

無
火
災
祈
願
式

19
日　

議
会
運
営
委
員
会

26
日　

町
村
議
会
議
長
会
定
例
会
お
よ
び
研
修
会

26
日　

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
促
進
四
国
東
南
部

　
　
　

連
盟
総
会

27
日　

第
２
回
臨
時
会

３
日　

県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

８
日
か
ら
10
日

　
　
　

市
町
村
議
会
議
員
研
修
会
［
３
日
間
コ
ー
ス
］

５
日　

議
会
運
営
委
員
会

５
日　

議
会
全
員
協
議
会

12
日　

第
３
回
定
例
会
（
１
日
目
）

12
日　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

12
日　

議
会
運
営
委
員
会

13
日　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

15
日　

第
３
回
定
例
会
（
２
日
目
）

16
日　

第
３
回
定
例
会
（
３
日
目
）

16
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

21
日　

町
村
議
会
広
報
研
修
会

22
日　

議
員
視
察
研
修
会

議
会
の
う
ご
き
７
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で

7
　
月

9
　
月

8
　
月

　　○ 町村議会広報研修会　　　　　　　　　　　　　　　　シェーンバッハ･サボー（令和4年9月21日）

  徳島グランヴィリオホテル（令和4年8月3日）

　任期満了に伴う候補者の推薦（再任）を
適任と認めました。
※ 任期は令和５年１月１日から３年間

宍
喰
浦
字
宍
喰

 

由 

木  

和 

幾 

氏

○ 徳島県町村議会議員研修会人権擁護委員候補者
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委

員

長

報

告
　

そ
の
他
主
な
事
業
は
、

左
の
ペ
ー
ジ
に
特
集
し

て
い
ま
す
。

　

９
月
13
日
開
会
。

　

開
会
後
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
公

園
大
型
遊
具
の
巡
視
を
行

い
、
老
朽
化
の
状
況
を
確
認

し
た
。
そ
の
後
、
当
委
員
会

が
所
管
す
る
定
例
会
提
出
議

案
に
つ
い
て
、
各
担
当
課
か

ら
説
明
を
受
け
た
。

　

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計

の
歳
入
決
算
額
は
、
88
億
７

７
９
９
万
円
、
歳
出
決
算
額

は
83
億
２
８
７
８
万
円
、
経

常
収
支
比
率
は
80
・
３
％
、

健
全
化
判
断
比
率
、
公
営
企

業
に
お
け
る
資
金
不
足
比
率

は
、
健
全
な
水
準
。

　
　
　
　
　

一
般
会
計
の
繰

越
金
が
多
額
で
、
住
民
サ
ー

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

叶
岡　
　

徹

　

海
陽
町
議
会
で
は
総
務
産
業
建
設
、
文
教
厚
生
の
２

常
任
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
か
ら
付
託

さ
れ
た
議
案
な
ど
を
活
発
に
審
議
・
調
査
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
報
告
か
ら
要
旨
を
抜
粋
し
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ビ
ス
が
で
き
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
将
来
を

見
通
し
た
予
算
の
使
い
方
を

十
分
に
検
討
す
べ
き
で
な
い

か
。

　
　

大
き
な
災
害
に
備
え
、

ま
た
、
防
災
公
園
な
ど
、
必

要
な
経
費
に
有
効
に
活
用
し

て
い
く
。

　
　
　
　
　

水
道
料
金
改
定

の
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　

新
た
な
収
益
ア
ッ
プ
も

模
索
し
な
が
ら
、
給
水
施
設

の
統
合
も
含
め
、
将
来
に
急

激
な
値
上
げ
が
生
じ
な
い
よ

う
努
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　

何
度
か
断
水
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
対
策

は
。

　
　

更
新
順
位
を
精
査
し

て
、
随
時
、
管
の
入
れ
替
え

を
行
っ
て
い
く
。

○　

海
陽
町
消
防
団
の
定

員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等

に
関
す
る
条
例
改
正

　
　
　
　
　

地
域
の
高
齢
化

が
進
む
中
で
、
外
国
人
の
消

防
団
員
の
入
団
は
で
き
な
い

の
か
。

　
　

入
団
条
件
な
ど
を
精
査

し
、
早
急
に
対
応
し
て
い
き

た
い
。

○　

海
部
郡
地
域
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
購
入
契
約

　

郡
内
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

設
備
の
機
器
の
老
朽
化
に
伴

い
、
美
波
町
、
牟
岐
町
の
施

設
も
併
せ
て
購
入
す
る
。

○　

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
予
算

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金�

［
２
５
０
０
万
円
］

　

宍
喰
地
区
防
災
公
園
整
備

事
業

歳
出
予
算

農
林
水
産
業
費

・
サ
ル
捕
獲
お
り
及
び
遠
隔

監
視
用
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

�

［
２
２
６
万
円
］

　
　
　
　
　

サ
ル
捕
獲
事
業

の
近
隣
自
治
体
で
の
実
績
と

餌
付
け
な
ど
の
業
務
分
担

は
。

　
　

半
年
経
過
し
た
が
、
餌

付
け
期
間
が
不
十
分
な
こ
と

も
あ
り
、
捕
獲
例
は
な
い
。

餌
付
け
は
地
元
に
協
力
い
た

だ
き
、
捕
獲
の
遠
隔
操
作
は

猟
友
会
に
依
頼
す
る
。

　
　
　
　
　

サ
ル
被
害
が
生

じ
な
い
た
め
の
注
意
点
な

ど
、
住
民
へ
の
講
習
会
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

広
報
活
動
と
相
談
対
応

を
し
っ
か
り
行
う
。

商
工
費

・
Ｄ
Ｍ
Ｖ
を
中
心
と
し
た
海

陽
町
魅
力
発
信
事
業

�

［
３
０
０
万
円
］

・
ホ
テ
ル
リ
ビ
エ
ラ
し
し
く

い
駐
車
場
舗
装
工
事

�

［
４
３
０
万
円
］

土
木
費

・
町
道
飯
持
奥
馬
谷
線
な
ど

の
道
路
維
持
補
修
工
事

�

［
２
３
５
０
万
円
］

・
板
取
西
川
護
岸
改
修
工
事

�

［
４
５
０
０
万
円
］

　
　
　
　
　

職
員
の
定
年
延

長
に
つ
い
て
、
人
件
費
の
増

加
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
計
画
で
進
め
て
い
る

の
か
。

　
　

行
財
政
改
革
を
推
進
で

き
る
よ
う
、
定
員
管
理
を
行

い
、
12
月
議
会
で
条
例
改
正

の
上
程
予
定
。

　
　
　
　
　

公
共
下
水
道
事

業
の
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　

海
南
地
区
は
、
合
併
浄

化
槽
を
推
進
し
て
い
く
。

そ
の
他

委員会での巡視［老朽化が進んでいるピクニック公園の大型遊具］

答

答

答答

答 答

答答

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

決
算
認
定

契
約
関
係

予
算
関
係

条
例
改
正
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主

な

事

業

ホテルリビエラししくいの大浴場

松本排水機場周辺の様子（宍喰久保地区）

松本排水機場

消防団出初式に整列する団員

町民の利用を進めます

団員確保のために

リ ビエラ入浴料金は、800 円に変更さ
れパスポートが廃止されています。

　今回、新回数券を発行しますが、町民
は通常１万 6800 円の回数券を 6000 円（１
枚 200 円× 30 枚セット）で購入できる
ように助成します。

消 防団員の処遇改善のため、
国が報酬基準を定め、町の

報酬も改正されます。
　副団長以下の年額報酬を増額し、
出動報酬を個別に改正します。

温泉活用事業
助成金

消防団員報酬改正

192万円

1527万円

新しい取り
組みです

企 業版ふるさと納税（550
万円）を活用し、文化

村いきいき館に施設整備を行
い、誰もがｅスポーツを楽し
めるようにします。

ｅスポーツ
導入事業

700万円

浸水被害対策として

令 和２年
に地域

住民から要望
のあった、松
本排水機場の
増設事業に着
手します。
　今年は、測
量 設 計 業 務
2000 万円で、
町は 16％の負
担をします。

県営土地改良事業負担金
（松本排水機場のポンプ増設）

320万円
宍喰小学校

久保川

宍喰駅

宍喰川
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４
３
６
人
増
、
外
来
患
者

１
２
０
１
人
の
減
、
病
床
利

用
率
は
44
・
９
％
。

　

収
益
的
収
支
で
は
、
医
業

収
益
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
、
入
院
外
来
収
益
の
増
収

な
ど
に
よ
り
２
０
３
６
万
円

の
増
収
、
医
業
費
用
は
人
件

費
の
増
額
な
ど
に
よ
り
２
６

５
０
万
円
増
額
。
一
般
会
計

繰
入
金
は
１
億
９
５
０
０
万

円
で
、
純
損
失
は
２
７
３
２

万
円
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

宍
喰
診
療
所
で

は
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
が
い
な

い
が
、
検
査
の
現
状
は
ど
う

か
。

　
　

年
間
約
60
件
の
検
査
を

医
師
が
対
応
し
て
い
る
。

・
海
南
病
院
の
管
理
及
び
運

営
に
関
す
る
条
例
改
正

　

私
的
理
由
に
よ
り
海
南
病

院
で
実
施
す
る
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
抗
原
定
性
検
査

料
を
１
回
に
つ
き
１
万
円
と

す
る
。

　
　
　
　
　

抗
原
定
性
検
査

の
実
績
は
。

　
　

条
例
施
行
後
自
費
検
査

の
件
数
は
５
件
。

　
　
　
　
　

検
査
料
１
万
円

は
誰
で
あ
っ
て
も
同
額
か
。

　
　

検
査
料
は
一
律
。
町
民

　

９
月
12
日
開
会
し
、
当
委

員
会
所
管
の
協
議
事
項
に
つ

い
て
、
説
明
を
受
け
た
。

◯　

令
和
３
年
度
の
当
委
員

会
所
管
の
決
算
報
告
を
受
け

た
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

は
、歳
入
16
億
１
４
９
万
円
、

歳
出
15
億
２
９
５
５
万
円
で

あ
り
、
保
険
税
収
納
率
83
・

８
％
。

　

後
期
高
齢
者
特
別
会
計
は

歳
入
１
億
９
４
８
９
万
円
、

歳
出
１
億
８
９
８
５
万
円
、

保
険
料
収
納
率
は
99
・
２
％
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、 

歳
入
15
億
５
９
７
２
万
円
、 

歳
出
15
億
４
３
７
３
万
円
、 

要
介
護
認
定
者
は
７
８
６
人

で
、
保
険
料
収
納
率
92
・
３

％
。

　

海
南
病
院
事
業
会
計
で

は
、
入
院
患
者
が
前
年
度
比

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

に
は
自
主
検
査
へ
の
助
成
制

度
が
あ
る
の
で
活
用
し
て
ほ

し
い
。

　
　
　
　
　

生
活
圏
を
同
じ

く
す
る
東
洋
町
と
の
コ
ロ
ナ

の
情
報
共
有
は
で
き
て
い
る

の
か
。

　
　

定
期
的
に
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
は
さ
ら
に
密
に
情

報
共
有
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　

教
育
現
場
に
お

け
る
コ
ロ
ナ
対
応
は
。

　
　

登
校
前
後
の
体
調
管
理

を
徹
底
し
、
症
状
が
あ
れ
ば

自
宅
待
機
、
場
合
に
よ
っ
て

は
学
級
閉
鎖
等
の
措
置
を

取
っ
て
い
る
。

○　

一
般
会
計
補
正
予
算

教
育
費

・
海
陽
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
フ
ェ
ン
ス
設
置
工
事　
　

�

［
４
５
０
万
円
］

○　

特
別
会
計
補
正
予
算

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

・
保
険
料
過
年
度
還
付
金

�

［
１
５
０
万
円
］

介
護
保
険
特
別
会
計

・
前
年
度
精
算
に
伴
う
国
県

支
出
金
等
へ
の
返
還
金

�

［
３
４
９
９
万
円
］

海
南
病
院
事
業
会
計
補
正
予

算・
白
衣
等
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
費
、

職
員
研
修
費
な
ど　
　
　
　

�

［
１
２
１
万
円
］

・
歩
行
器
、
介
助
式
車
い
す

決
算
認
定

専
決
処
分

予
算
関
係

委
員
長　

富
田　
　

寛

等
の
購
入
費�

［
15
万
円
］

　
　
　
　
　

人
件
費
を
抑
制

し
な
い
と
経
営
改
善
は
進
ま

な
い
と
思
う
が
、
取
り
組
み

は
。

　
　

現
在
の
体
制
に
削
減
の

余
地
は
な
く
、
体
制
を
整
え

な
が
ら
収
入
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
を
優
先
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

包
括
ケ
ア
病
床

に
よ
り
入
院
実
績
が
上
が
っ

て
い
る
が
、
よ
り
病
床
を
増

や
す
こ
と
は
可
能
か
。

　
　

一
般
病
床
と
の
兼
ね
合

い
を
踏
ま
え
、
全
体
的
な
と

こ
ろ
で
検
討
中
。

　
　
　
　
　

外
来
収
益
を
あ

げ
る
に
は
、
常
勤
医
師
を
確

保
し
、
患
者
と
の
信
頼
関
係

を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で

は
な
い
か
。

　
　

医
師
確
保
に
努
め
て
い

る
が
、
民
間
と
の
給
与
格
差

等
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

海南病院で使用しているコロナウイルス抗原定性検査キットの一例

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

　

そ
の
他
主
な
事
業
は
、

左
の
ペ
ー
ジ
に
特
集
し

て
い
ま
す
。

委

員

長

報

告

答

答答

答

答

答答答
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新しいワクチン接種です

地域活動のために

オミクロン対応ワクチン
接種事業

公民館修繕費・工事請負費

　 月から始まる「オミクロン対応の新し
いワクチン」の接種費用の追加です。

　２回接種を完了した方が対象です。

集 落センター施設の修繕や舗装などの整備
を行い、地域のさまざまな会合やイベン

トなどに利用しやすくします。
小川集落センター雨漏り修繕工事� 55万円
日比原センター駐車場舗装工事� 120万円

2425万円

175万円

集団接種後の待機の様子 ワクチン接種の様子

駐車場の舗装がされる日比原センター

主

な

事

業

県 補助金を活用し、福祉避難
所での乳幼児向けの備蓄品

（液体ミルク・離乳食・紙オムツ等）
を購入します。

宍喰県民グラウンド
施設解体工事事業
1200万円
高 規格道路整備と合わせて、県道改修工事を行うため、

県民グラウンドの施設（ダッグアウト・バックネット・
ナイター設備など）の解体工事を実施します。

災害に備えます県道改修工事に伴い
解体します 福祉避難所備蓄品

購入事業

10

65万円
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議

案

審

議

令
和
４
年
度

 

一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
審
議

　
　
　
　
　
　
　
原
議
員 

　

奥
浦
と
の
こ
と
だ
が
、
ど

こ
に
ど
の
よ
う
な
工
事
を
行

う
の
か
。

 

黒
木
建
設
課
長 

　

奥
浦
字
鹿
ヶ
谷
地
区
で
、
山
か
ら
の
大
き
な

落
石
が
あ
り
、
そ
の
落
石
を
取
り
除
く
工
事
を

実
施
す
る
。

　
治
山
事
業
工
事
請
負
費

�

〔
２
３
０
万
円
〕

2
．

Ｑ

　
　
　
　
　
　
　
長
岡
議
員 

　

板
取
西
川
の
改
修

に
つ
い
て
、
川
幅
を

広
げ
た
り
、
構
造
の

変
更
は
す
る
の
か
。
ま
た
完
成
時
期

は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

 

黒
木
建
設
課
長 

　

下
流
で
板
取
東
川
と
合
流
す
る
た

め
、
流
量
計
算
を
行
っ
た
上
で
川
幅

は
広
げ
ず
、
現
在
あ
る
護
岸
壁
を
残

し
た
ま
ま
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｕ
型
水

路
を
設
置
す
る
工
法
を
採
用
し
た
。

　

11
月
か
ら
の
渇
水
期
に
施
工
し
、

３
月
ま
で
の
完
成
予
定
で
進
め
た
い
。

　
河
川
施
設
等
維
持
工
事

請
負
費
〔
４
５
０
０
万
円
〕

1
．

Ｑ

令
和
３
年
度 

決
算
の
認
定

　
　
　
　
　
　
　
戸
田
議
員 

　

監
査
委
員
の
報
告
の
中
で
、
経
費
削
減
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
電
気
代
の
上
昇
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
取
り
組
み
が
望
ま
れ
て

い
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

 

三
浦
町
長 

　

職
員
に
は
、
常
に
経
営
者
感
覚
で
物
事
を
見
る
こ
と
を
指

導
し
て
お
り
、
具
体
的
に
数
字
を
拾
う
中
で
効
率
性
も
考
慮

し
な
が
ら
、
経
費
削
減
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
経
費
削
減
に
つ
い
て

４
．

Ｑ

　
　
　
　
　
　
　
佐
川
議
員 

　

具
体
的
に
ど
う
い
う
事
業
を

行
い
、
町
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
く
予
定
な
の
か
。

 

横
経
営
戦
略
課
長 

　

Ｄ
Ｍ
Ｖ
と
連
携
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
や
、
Ｄ
Ｍ
Ｖ
の
歌
・
ダ
ン
ス
を
活
用
し
た

発
信
を
し
て
い
く
。
委
託
事
業
と
し
て
は
、
イ

ベ
ン
ト
出
演
、
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
、
画
像
の

編
集
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
る
。

　
町
魅
力
発
信
事
業

業
務
委
託
料�

〔
１
０
０
万
円
〕

３
．

Ｑ

海
部
郡
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
購
入
契
約

　
契
約
金
額�

〔
２
２
０
０
万
円
〕

５
．

Ｑ
　
　
　
　
　
　
　
髙
畠
議
員 

　
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
の
役
割
と
海
陽

町
の
負
担
割
合
は
。

 

中
内
ま
ち
・
み
ら
い
課
長 

　

ネ
ッ
ト
通
信
の
安
全
性
、
速
度
、
安
定
を
確
保
す
る

役
割
が
あ
る
。
海
陽
町
の
負
担
割
合
は
、
34
・
３
％
で
、

７
５
５
万
円
で
あ
る
。
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行

政

報

告

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
県
内
感
染

者
の
累
計
は
８
万
６
４
３
７

人
、
海
陽
町
で
も
６
６
５
人

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
検
査

の
自
己
負
担
額
に
つ
い
て

は
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
３
千
円
、

抗
原
検
査
は
２
千
円
で
、
回

数
制
限
も
撤
廃
し
た
。

　

宍
喰
の
松
本
排
水
機
場
は

令
和
４
年
度
か
ら
３
カ
年
で

排
水
ポ
ン
プ
増
設
工
事
を
県

営
事
業
で
実
施
。
善
蔵
川
改

修
事
業
は
用
地
交
渉
を
行
っ

て
お
り
、
今
年
度
、
護
岸
工

事
を
一
部
発
注
予
定
で
、
大

里
川
の
護
岸
工
事
も
継
続
し

て
実
施
予
定
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
海
部
川
・
宍
喰
川
の
堆

積
土
砂
の
撤
去
は
11
月
の
渇

水
期
よ
り
本
格
的
に
開
始
す

る
予
定
で
あ
り
、
県
と
協
力

「
災
害
に
強
いまち

づ
く
り
」

し
な
が
ら
目
に
見
え
る
浸
水

対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

る
。

　

大
里
松
原
海
岸
の
防
潮
・

防
風
対
策
は
、
県
に
よ
り
昨

年
度
か
ら
内
堤
防
を
、
５
年

間
で
約
１
０
０
０
ｍ
設
置
予

定
。

　

海
部
野
根
道
路
は
多
良
地

区
、
高
園
・
野
江
地
区
、
宍

喰
久
保
地
区
、
日
比
原
・
馳

馬
地
区
す
べ
て
の
地
区
で
の

調
印
式
が
完
了
し
た
。
今
後

は
用
地
測
量
と
用
地
買
収
へ

と
進
ん
で
行
く
。
牟
岐
海
部

間
の
新
規
事
業
化
を
推
進
す

る
た
め
、
今
後
も
命
の
道
の

早
期
完
成
に
向
け
て
要
望
活

動
を
強
力
に
進
め
て
ま
い
り

た
い
。

　

今
年
度
も
敬
老
会
は
中
止

し
、
77
歳
以
上
の
敬
老
会
招

待
対
象
者
に
ク
ー
ポ
ン
券
を

町
長
　
三
浦
　
茂
貴

配
布
す
る
。
米
寿
・
喜
寿
の

方
に
記
念
ク
ー
ポ
ン
券
を
お

届
け
す
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
現
在

前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の
寄
付

額
と
な
っ
て
い
る
。
返
礼
品

等
の
設
定
見
直
し
も
行
い
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
も
11
社
に

拡
大
し
て
、
海
陽
町
の
主
力

商
品
で
あ
る
伊
勢
エ
ビ
解
禁

に
向
け
て
充
実
を
図
っ
て
い

る
。
ま
た
、
電
子
ポ
イ
ン
ト

を
導
入
し
た
り
、
ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
実
施
し
て
い
る
。
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
で
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
、
１
企
業
か

ら
５
５
０
万
円
の
寄
附
も
頂

い
た
。
こ
れ
か
ら
も
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
し
て
、
未
来

の
見
え
る
町
づ
く
り
の
推
進

を
し
て
い
き
た
い
。

　

観
光
産
業
へ
の
活
性
化
策

と
し
て
「
海
陽
も
っ
と
満
喫

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
９
月
１

日
か
ら
開
始
し
た
。期
間
中
、

町
内
の
施
設
な
ど
を
利
用
し

た
方
に
、観
光
券
５
０
０
円
、

幅
に
増
え
た
。今
後
も
医
師
、

看
護
師
等
、
必
要
な
医
療
従

事
者
の
人
員
確
保
を
行
い
な

が
ら
、
職
員
み
ん
な
が
経
営

感
覚
を
持
ち
、
町
民
に
必
要

住
み
良
い
町
の
実
現

と
さ
れ
る
病
院
に
な
る
よ
う

頑
張
っ
て
ま
い
る
の
で
、
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
す

る
。

飲
食
券
１
０
０
０
円
を
提
供

し
、
コ
ロ
ナ
で
影
響
の
多
い

町
内
業
者
を
支
援
す
る
。

　

現
在
、
浅
川
漁
協
と
鞆
浦

漁
協
と
の
合
併
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
海
陽
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
水
産
業
を
守
っ
て

い
け
る
よ
う
に
町
も
し
っ
か

り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
実
施
率
が
全
国
７
位
と
な

り
、
３
年
連
続
で
大
臣
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
頂
い
た
。
今
後
も

町
民
の
健
康
保
持
と
増
進
に

寄
与
し
て
ま
い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
海
陽
ツ
ア
ー

を
実
施
し
た
。
中
高
生
が
英

語
で
町
の
魅
力
を
発
信
し
、

海
外
の
人
と
の
英
会
話
を
身

を
も
っ
て
体
験
し
た
。
小
学

校
で
は
親
子
参
加
型
の
英
語

イ
ベ
ン
ト
、
中
学
校
で
は
オ

ン
ラ
イ
ン
英
会
話
な
ど
も
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　

海
南
病
院
は
、
令
和
３
年

度
、
外
来
収
益
は
横
ば
い

だ
っ
た
が
、
地
域
連
携
室
の

設
置
に
よ
り
入
院
収
益
は
大

は
ぐ
く
む
ま
ち
の
実
現

に
ぎ
わ
う
ま
ち
の
実
現

海部野根道路［多良地区、高園･野江地区、久保地区］設計協議調印式（R4.8.23）
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議

案

の

ま

と

め

第
３
回
定
例
会

　

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
12
日
開
会
、
町
長
よ
り

14
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
原
案
ど
お
り
可
決
・

承
認
し
、
９
月
16
日
閉
会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

承
認
関
係

・
決
算
認
定
に
つ
い
て
に
つ
い
て（
Ｐ
２
・
３
・
４
参
照
）

・
専
決
処
分
の
承
認

　

海
南
病
院
の
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・
人
権
擁
護
委
員 

候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て（
Ｐ
５
参
照
）

条
例
関
係

・
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

・
町
消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、給
与
、服
務
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

契
約
関
係

・
令
和
４
年
度 

海
部
郡
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ 

購
入
契
約
に
つ
い
て

　
　

契
約
方
法　

随
意
契
約

　
　

契
約
金
額　

２
２
０
０
万
円

　
　

契
約
相
手　

西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
徳
島
支
店

　
　

納　
　

期　

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

予
算
関
係

・
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
） �

２
億
３
６
１
９
万
円
⬅

・
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）  �

２
４
２
５
万
円
⬅

・
国
民
健
康
保
険 

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
） 

�

１
９
０
万
円
⬅

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）  

�

１
０
５
万
円
⬅

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
） �

３
４
９
９
万
円
⬅

・
海
部
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
） 

�

３
万
円
⬅

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

収
益
的
収
支 �

91
万
円
⬅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
本
的
収
支 �

５
４
０
万
円
⬅

・
海
南
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

収
益
的
収
支 �

１
２
１
万
円
⬅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
本
的
収
支 �

15
万
円
⬅

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈

歳　入 9月補正 補正後 構成比率
町 税 0 6億2,161万2千円 8.2
地 方 譲 与 税 0 1億3,960万円 1.8
利 子 割 交 付 金 0 40万円 0.0
配 当 割 交 付 金 0 420万円 0.1
株式等譲渡所得割交付金 0 550万円 0.1
法 人 事 業 税 交 付 金 0 730万円 0.1
地 方 消 費 税 交 付 金 0 1億5,120万円 2.0
環 境 性 能 割 交 付 金 0 340万円 0.0
地 方 特 例 交 付 金 0 250万円 0.0
地 方 交 付 税 7,457万3千円 38億1,733万2千円 50.2
交通安全対策特別交付金 0 60万円 0.0
分 担 金・ 負 担 金 124万4千円 3,812万3千円 0.5
使 用 料・ 手 数 料 0 9,527万7千円 1.2
国 庫 支 出 金 4,920万7千円 5億1,186万3千円 6.7
県 支 出 金 1,577万2千円 4億9,199万3千円 6.5
財 産 収 入 0 4,533万1千円 0.6
寄 附 金 550万円 620万円 0.1
繰 入 金 452万円 8億1,982万5千円 10.8
繰 越 金 0 9,377万7千円 1.2
諸 収 入 2,238万8千円 1億3,993万5千円 1.8
町 債 8,722万9千円 6億1,412万9千円 8.1
合 計 2億6,043万3千円 76億1,009万7千円 100.0

9月補正予算後の
歳入歳出予算

歳　出 9月補正 補正後 構成比率
議 会 費 26万7千円 6,776万1千円 0.9
総 務 費 1,712万1千円 12億1,785万2千円 16.0
民 生 費 362万4千円 18億2,286万7千円 23.9
衛 生 費 2,573万1千円 7億4,620万6千円 9.8
農 林 水 産 業 費 2,602万7千円 5億1,422万2千円 6.8
商 工 費 1,177万7千円 3億5,946万円 4.7
土 木 費 1億2,770万円 7億6,599万1千円 10.1
消 防 費 3,200万8千円 6億414万9千円 7.9
教 育 費 1,737万8千円 7億2,189万2千円 9.5
災 害 復 旧 費 0 2,405万円 0.3
公 債 費 0 7億4,599万7千円 9.8
諸 支 出 金 △120万円 517万円 0.1
予 備 費 0 1,448万円 0.2
合 計 2億6,043万3千円 76億1,009万7千円 100.0

第
２
回
臨
時
会

　

第
２
回
臨
時
会
は
、
７
月
27
日
開
会
、
次
の
議
案
が
提

出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
閉
会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

予
算
関
係

・
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）�

１
３
８
０
万
円
⬅

契
約
関
係

・
消
防
自
動
車（
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
）購
入
契
約
に

つ
い
て

　
　

契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

　
　

契
約
金
額　

１
９
３
６
万
円

　
　

契
約
相
手　

徳
島
ポ
ン
プ
株
式
会
社

　
　

納　
　

期　

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で　

・
中
里
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
耐
震
補
強
お
よ
び
改
修
工

事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　

契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

　
　

契
約
金
額　

１
億
２
２
２
万
円

　
　

契
約
相
手　

株
式
会
社
坂
本
工
務
店

　
　

工　
　

期　

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
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一

般

質

問

っ
て
い
る
。
実
証
期
間
が
過
ぎ

る
と
さ
ま
ざ
ま
な
費
用
が
発

生
す
る
た
め
、
課
題
内
容
を

精
選
し
明
確
に
提
示
し
な
い

と
意
味
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。
ま
ず
庁
内
で
企
画
・
立

案
を
し
、
そ
の
実
現
に
あ
た
っ

て
足
り
な
い
部
分
を
有
料
で

依
頼
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
今
後
、
阿
南
市
の
成
果

な
ど
も
参
考
に
し
、
良
け
れ

ば
活
用
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　

町
が
技
術
職
員
を
募
集

し
て
も
応
募
が
な
い
状
況
で

あ
る
。
人
材
不
足
を
補
う
た

め
に
複
業
人
材
と
い
う
制
度

を
使
っ
て
、
専
門
的
な
知
識

を
持
っ
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

募
集
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　

三
浦
町
長

　

阿
南
市
が
実
証
実
験
を
行

消防団を補完する
機能別消防団を

〈危機管理課長〉
有効性は
理解しているが
慎重に検討する

長
江
　
範
裕 

議
員

　
　

消
防
団
は
人
口
減
少
等

に
よ
り
、
団
員
数
の
減
少
、

高
齢
化
が
顕
著
で
あ
る
。
そ

こ
で
消
防
団
を
補
完
す
る
も

の
と
し
て
、
消
防
署
員
や
消

防
団
Ｏ
Ｂ
で
組
織
す
る
機
能

別
消
防
団
を
立
ち
上
げ
て
は

ど
う
か
。

　
　

谷
岡
危
機
管
理
課
長

　

機
能
別
消
防
団
員
は
、
時

間
帯
を
限
定
し
た
活
動
、
特

定
の
災
害
種
別
の
み
活
動
す

る
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
採
用
が
で
き
る
。
災
害

発
生
時
に
消
防
団
の
補
完
に

も
つ
な
が
り
、
地
域
の
防
災

力
を
高
め
る
意
味
で
も
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
先

　
　

谷
岡
危
機
管
理
課
長

　

年
に
１
回
、
連
絡
会
議
を

開
催
し
、
活
動
状
況
の
報
告

や
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

る
。
昨
年
度
策
定
し
た
事
前

復
興
計
画
の
推
進
の
た
め
、

自
主
防
災
組
織
と
ワ
ー
ク

　
　

最
近
の
災
害
は
想
定
外

の
も
の
が
多
く
、
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
両
面
で
防
災
対
策
を

す
る
必
要
が
あ
る
が
、自
助
・

共
助
と
い
う
面
で
自
主
防
災

組
織
を
活
性
化
す
る
取
り
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

複業人材制度を
活用してはどうか

自主防災組織の活性化策は

問

問

問答

〈町長〉 良い制度であれば
検討していく

〈危機管理課長〉 関係機関と連携し
活性化を図っていく

答

答

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
住
民

自
ら
が
取
り
組
み
を
考
え
る

機
会
を
作
り
た
い
。
今
後
も

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

防
災
組
織
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

宍喰浜地区自主防災会による津波避難訓練（宍喰避難タワー）

進
地
調
査
を

し
、活
動
内
容
・

役
割
・
報
酬
等

を
事
前
に
決
め

て
お
く
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。

今
後
、
慎
重
に

検
討
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
。
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耕作放棄地の再生をするJAアグリサポート

一

般

質

問

佐
川
　
富
美 

議
員

　
　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
知
っ
て
い
る
人
は
少

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
加
齢
、
疲
労
、
ス
ト
レ

ス
が
発
症
の
原
因
と
な
る
。

50
歳
代
か
ら
発
症
率
が
高
く

な
り
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

よ
っ
て
予
防
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
た
め
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
必
要
と
考
え
る
。

接
種
費
用
は
高
額
な
の
で
、

補
助
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　

大
崎
福
祉
人
権
課
長

　

帯
状
疱
疹
は
予
防
接
種
法

の
対
象
疾
病
で
は
な
く
、
任

意
接
種
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。
定
期
予
防
接
種
化
に

つ
い
て
は
、
国
の
審
議
会
で

慎
重
に
議
論
が
行
わ
れ
て
い

る
。
今
後
と
も
国
の
動
向
を

注
視
し
つ
つ
、
助
成
の
必
要

性
を
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。

答

〈福祉人権課長〉 
 任意接種に位置付けられている

帯状疱疹ワクチンの補助はできないか

問

耕作放棄地の減少に向けた対策は

〈農林水産課長〉 国の事業を中心に取り組んでいる
　
　

毎
年
ま
す
ま
す
耕
作
放

棄
地
、
遊
休
農
地
が
増
え
、

荒
廃
が
目
立
っ
て
い
る
。
農

業
を
す
る
に
は
、
高
額
な
機

械
、
手
間
が
か
か
り
、
作
っ

て
も
安
価
で
あ
り
、
従
事
者

も
高
齢
化
し
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
人
口
減
で
、
ま
す
ま
す

所
有
者
が
い
な
く
な
っ
た

り
、
不
明
に
な
っ
た
り
す
る

と
思
う
。
少
し
で
も
空
き
農

地
が
減
少
で
き
る
よ
う
、
ま

た
農
地
の
管
理
を
し
て
ほ
し

い
が
対
策
な
ど
は
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　

乃
一
農
林
水
産
課
長

　

本
町
の
農
地
管
理
と
し
て

は
、
中
山
間
直
接
支
払
事
業

10
地
区
、
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
事
業
12
団
体
が
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

農
地
中
間
管
理
機
構
や
農
業

開
発
公
社
に
よ
る
事
業
を
活

用
し
、
担
い
手
が
経
営
面
積

を
拡
大
し
や
す
い
よ
う
、
ソ

問

フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、国
・

県
の
事
業
を
活
用
し
、
農
業

施
設
の
改
修
・
更
新
に
よ
る

答

　
　
　

そ
の
他
に「
轟
の
滝
周
辺
の
整
備
を
」と
質
問
し
た
。

　

看
板
は
県
に
よ
り
今
年
度
中
に
整
備
さ
れ
、
神
社
参
道

の
途
中
に
あ
る
老
朽
住
宅
は
、
担
当
課
で
連
携
し
対
応
し

て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

議
員

基
盤
整
備
に
努
め
て
い
る
。

今
後
、
関
係
機
関
と
連
絡
を

密
に
し
、
支
援
事
業
の
利
用

推
進
を
し
て
い
き
た
い
。
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新
型
コ
ロ
ナ
が
海
陽
町

で
も
感
染
拡
大
し
て
き
て
い

る
。
町
内
の
子
ど
も
た
ち
が

コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
っ
て
、
保

護
者
が
仕
事
を
休
業
し
た
時

は
、
１
日
１
万
２
千
円
を
治

療
期
間
の
６
日
間
支
給
す

る
。
ま
た
、
重
度
の
後
遺
症

が
発
生
し
た
場
合
、
個
人
負

担
分
の
医
療
費
を
町
が
補
助

で
き
な
い
の
か
。

答　

大
崎
福
祉
人
権
課
長

　

休
業
手
当
を
検
討
す
る
場

合
、
町
単
独
で
の
制
度
設
計

は
非
常
に
難
し
い
。さ
ら
に
、

後
遺
症
の
医
療
費
も
考
え
る

と
、
財
政
的
負
担
も
大
き
く

な
る
。
今
後
と
も
、
国
や
県

の
支
援
策
を
し
っ
か
り
活
用

で
き
る
よ
う
、
情
報
提
供
を

行
い
、
他
の
自
治
体
の
支
援

事
例
な
ど
も
参
考
に
、
持
続

的
な
支
援
策
を
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。

　
　

森
﨑
教
育
次
長

　

給
食
無
償
化
に
よ
り
、
少

子
化
対
策
や
移
住
定
住
促
進

な
ど
、
地
域
活
性
化
に
効
果

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

財
政
的
に
は
大
変
厳
し
く
、

難
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
　

出
産
一
時
金
は
、
42
万

円
で
あ
る
が
52
万
円
に
で
き

な
い
か
。

　
　

大
崎
福
祉
人
権
課
長

　

出
産
育
児
一
時
金
は
、
政

府
が
大
幅
な
増
額
を
早
急
に

図
る
と
明
言
し
て
お
り
、
結

果
を
見
極
め
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　

現
在
の
海
南
幼
稚
園
、

保
育
所
を
認
定
こ
ど
も
園
に

早
期
に
移
行
で
き
な
い
か
。

美
波
町
は
約
７
年
前
か
ら
実

施
し
て
お
り
、
牟
岐
町
も
実

施
し
て
い
る
。

　
　

大
崎
福
祉
人
権
課
長

　

本
町
で
は
１
つ
の
幼
稚
園

と
４
つ
の
保
育
所
が
あ
り
、

町
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に
お

い
て
、
幼
稚
園
、
保
育
所
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
重
要

答 富
田
　
　
寛 

議
員

〈福祉人権課長〉 町単独での制度設計は難しい

新型コロナに係る休業手当の創設を

一

般

質

問

問

子育て世帯への支援施策について

〈福祉人権課長〉 行財政改革プランにおいて検討する

　
　

子
育
て
支
援
施
策
と
し

て
、次
の
３
点
を
提
言
す
る
。

　

学
校
給
食
費
は
２
割
補
助

と
な
っ
て
い
る
が
、
全
額
補

助
で
き
な
い
の
か
。

問

問問 答答答

事
項
と
し
て
位
置
付
け
て
い

る
。
今
年
度
、検
討
を
進
め
、

来
年
度
に
幼
保
再
編
計
画
の

取
り
ま
と
め
を
予
定
し
て
い

る
。
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移

行
、
民
間
委
託
、
集
約
化
な

ど
も
含
め
、
ど
の
よ
う
な
保

育
・
教
育
環
境
が
望
ま
し
い

の
か
検
討
を
進
め
る
。

一体的に建設されている海南保育所と海陽幼稚園
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浦
川
総
務
課
長

　

海
陽
町
の
計
画
目
標
で

は
、
新
規
採
用
職
員
の
女
性

比
率
を
50
％
、
女
性
管
理
職

員
の
割
合
を
20
％
以
上
と
な

る
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
女

性
の
管
理
職
員
登
用
に
関
し

て
も
、
現
在
、
新
た
な
制
度

設
計
を
行
っ
て
い
る
。
人
事

評
価
制
度
に
お
い
て
は
、
職

務
実
績
に
基
づ
い
た
能
力
の

あ
る
職
員
が
早
く
昇
格
で
き

る
制
度
を
構
築
し
、
育
休
復

帰
支
援
研
修
や
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
研
修
な
ど
、
女
性
活

躍
に
向
け
た
研
修
を
充
実
さ

せ
て
ま
い
り
た
い
。

問　

今
後
、
女
性
が
活
躍
で

き
る
人
事
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答　

三
浦
町
長

　

海
陽
町
で
は
「
管
理
職
は

課
長
補
佐
を
1
年
以
上
経
験

し
な
い
と
な
れ
な
い
」
と

な
っ
て
お
り
、町
長
就
任
後
、

女
性
課
長
補
佐
を
増
や
し
、

管
理
職
に
も
女
性
を
積
極
的

に
登
用
し
て
い
る
。
人
事
評

価
制
度
の
活
用
も
し
っ
か
り

と
考
え
て
い
き
た
い
。

問

　
　

今
後
、
育
休
時
の
代
替

要
員
は
足
り
て
い
る
の
か
。

　
　

浦
川
総
務
課
長

　

代
替
職
員
に
つ
い
て
、
常

に
余
剰
人
員
を
確
保
す
る
こ

と
は
適
切
で
な
い
た
め
、
定

年
延
長
が
見
込
ま
れ
る
中
、

60
歳
を
超
え
る
職
員
の
活
躍

な
ど
を
検
討
す
る
。
ま
た
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
よ
る

業
務
改
善
も
検
討
し
た
い
。

　
　

周
囲
の
意
識
の
低
さ
や

無
理
解
は
な
い
の
か
。
管
理

職
の
意
識
改
革
の
た
め
の
研

修
会
の
予
定
は
。

　
　

浦
川
総
務
課
長

　

管
理
職
に
対
し

て
は
、
４
月
か
ら

は
育
児
休
業
取
得

対
象
者
と
一
緒
に

面
談
を
し
、
育
児

休
業
制
度
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
　

町
職
員
で
課
長
級
の
女

性
が
少
な
い
理
由
は
。

　
　

浦
川
総
務
課
長

　

現
在
の
管
理
職
は
、
旧
町

で
採
用
さ
れ
、
当
時
、
男
性

職
員
の
割
合
が
多
か
っ
た
。

加
え
て
結
婚
、
出
産
を
機
に

退
職
す
る
女
性
職
員
も
お

り
、
管
理
職
世
代
の
女
性
職

員
が
少
な
い
こ
と
が
、
大
き

な
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

男
女
と
も
平
等
で
あ
り
、

女
性
に
も
活
躍
の
場
を
与
え

る
べ
き
。
人
事
評
価
で
優
秀

な
人
材
に
対
し
、
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
予
定
は
。

一

般

質

問

原
　
ひ
ろ
み 

議
員

〈総務課長〉 
 改正された制度を周知していく

男性育休取得強化すべき

　
　

浦
川
総
務
課
長

　

本
町
の
男
性
職
員
に
、
育

児
休
業
を
取
得
し
た
者
は
い

な
い
。
理
由
の
調
査
を
実
施

し
た
こ
と
は
な
い
。

　
　

令
和
４
年
10
月
か
ら
産

後
パ
パ
育
休
制
度
が
開
始
さ

れ
る
が
、
今
ま
で
男
性
職
員

の
育
休
取
得
率
が
悪
か
っ
た

原
因
と
理
由
は
何
な
の
か
。

問

問 問

問

問

　
　

制
度
の
周
知
は
で
き
て

い
る
の
か
。

　
　

浦
川
総
務
課
長

　

妊
娠
・
出
産
等
を
申
し
出

た
職
員
に
対
し
、
人
事
担
当

者
が
本
人
と
所
属
長
に
面
談

し
、
育
児
休
業
制
度
の
周
知

と
取
得
の
意
向
確
認
を
行
っ

て
い
る
。

答

問

答

答答

女性管理職員の
登用を

〈町長〉 
 職員の男女比の中で
 平等にしていく

答

健やかな成長のため男性の協力も望まれます

答

答
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答　

乃
一
農
林
水
産
課
長

　

浅
川
漁
協
は
令
和
２
年
５

月
に
５
期
連
続
の
赤
字
決
算

と
な
り
、
近
隣
漁
協
と
の
合

併
を
軸
と
す
る
経
営
改
善
計

画
を
策
定
。令
和
３
年
４
月
、

町
に
協
議
が
あ
り
「
近
い
将

来
、
組
合
員
数
が
20
名
を
切

れ
ば
、
漁
業
権
を
失
い
、
浅

川
で
の
操
業
が
で
き
な
く
な

る
た
め
、
鞆
浦
漁
協
と
の
合

併
協
議
を
進
め
た
い
の
で
、

町
の
支
援
を
お
願
い
し
た

い
。」
と
の
申
し
出
で
あ
っ

た
。
本
町
の
基
幹
産
業
で
も

あ
る
、
漁
業
と
住
民
生
活
を

守
る
た
め
、
町
と
し
て
も
支

援
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
徳
島
県
、
県
漁

連
の
支
援
も
受
け
、
合
併
に

向
け
て
両
組
合
で
協
議
を
進

め
て
き
た
。
令
和
３
年
７
月

に
は
、
販
売
事
業
の
統
合
に

よ
り
、
浅
川
が
鞆
浦
へ
漁
獲

物
の
出
荷
を
開
始
し
て
い

る
。
令
和
４
年
７
月
に
、
浅

　
　

浅
川
漁
協
か
ら
鞆
浦
漁

協
に
吸
収
合
併
の
申
し
入
れ

が
あ
り
、
現
在
、
協
議
が
進

行
中
で
あ
る
が
、
合
併
の
メ

リ
ッ
ト
実
現
の
可
能
性
を
聞

く
。

一

般

質

問

問　

遊
遊
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
、
リ
ビ

エ
ラ
し
し
く
い
を
運
営
す
る
第

三
セ
ク
タ
ー
、（
株
）
漁
火
は
、

５
年
連
続
の
赤
字
で
あ
る
。
改

修
す
る
前
に
売
却
す
べ
き
で

は
。

答　
三
浦
町
長

　

漁
火
の
経
営
に
関
し
て

は
、
多
少
の
回
復
傾
向
は
見

え
る
も
の
の
、
厳
し
い
状
況

に
あ
る
の
は
変
わ
ら
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。
町
長
に
就

任
後
、
経
営
戦
略
課
を
新
設

し
、
経
営
改
善
の
方
向
や
売

却
、
施
設
の
集
約
な
ど
、
方

向
性
も
検
討
し
て
き
た
。
も

し
、
遊
遊
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
を
売
却

し
た
場
合
、
建
設
時
の
補

助
金
残
存
分
と
、
起
債
の

繰
上
償
還
分
を
国
に
返
還

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
約

１
億
５
０
０
０
万
円
が
必
要

と
な
る
。
ま
た
、
リ
ビ
エ
ラ

で
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
返

還
も
合
わ
せ
、
約
３
億
円
の

支
出
と
な
る
。両
施
設
で
は
、

４
億
５
０
０
０
万
円
が
必
要

な
た
め
、施
設
修
繕
を
行
い
、

赤
字
補
填
を
続
け
る
選
択
肢

も
考
え
な
が
ら
、
今
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し
、

〈農林水産課長〉 基幹産業でもある
漁業と住民生活が守られる

浅川･鞆浦漁協の
合併メリットは何か

木
内
　
正
和 

議
員

川
鞆
浦
合
同
役
員
会
に
て
大

筋
合
意
が
な
さ
れ
、
８
月
に

は
、
県
お
よ
び
関
係
者
立
会

い
の
下
、
鞆
浦
漁
協
の
組
合

員
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
合

併
の
方
向
で
合
意
が
得
ら
れ

て
い
る
。

　

合
併
後
は
、
正
組
合
員

１
０
５
名
、
職
員
５
名
、
水

揚
高
は
１
億
８
１
６
０
万
円

ほ
ど
と
な
り
、
経
営
基
盤
の

強
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
見
え

ず
、現
状
は
非
常
に
厳
し
く
、

決
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
が
近
づ
い
て
い
る
の

は
、
全
員
が
感
じ
て
い
る
。

答

問

問答

〈町長〉 将来の方向性を
考えなければならない

赤字の第三セクターは売却を

国道55号から見たホテルリビエラししくい

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
で
も
重

要
項
目
に
位
置
付
け
、
方
向

性
を
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
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好き嫌いなく食べる。
若いときから毎日、日記を付けている。

・元気の秘訣は？

自宅の近所にて（令和4年10月4日）

編
集
後
記

○ ヒロハノコギリシダ
葉の幅が広いノコギリシダの仲間。
暖地性で、限られた土地でしか見ることが
できません。

※ 今回から、海陽町内の希少植物を
シリーズでお届けします。

・日常生活は？
夫婦二人暮らし。

夕方には散歩し、地域の者と
会話する。

陸軍幹部候補生として沖縄で終戦を迎えた。
その後、ハワイを経由して復員した時の、船から見た富士山は忘れられない。

・人生の忘れられない思い出は？

　
９
月
に
、
二
つ
の
国
葬
が
あ
っ
た
。
英
国
の
エ

リ
ザ
ベ
ス
女
王
と
安
倍
晋
三
元
首
相
で
あ
る
。
国

柄
や
国
民
性
の
違
い
も
あ
り
、
一
概
に
論
ぜ
ら
れ

な
い
が
、
多
く
の
人
々
が
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
考

え
さ
せ
ら
れ
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

海
陽
町
議
会
の
課
題
の
ひ
と
つ
に
若
手
議
員

の
な
り
手
不
足
が
あ
る
。（
平
均
年
齢
68・
７
歳
）�

次
世
代
の「
自
分
た
ち
の
町
は
、
自
分
た
ち
の
手

で･･･

」と
の
意
欲
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
次
回
に
期

待
し
つ
つ
、「
そ
の
た
め
の
環
境
整
備
も
必
要
」な

ど
と
の
会
話
も
飛
び
交
っ
て
い
る
初
秋
の
広
報
編

集
室
で
あ
る
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。�

（
戸
田
）


